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(57)【要約】
【課題】本発明は、電子機器の使い勝手を向上させる。
【解決手段】本発明は、第１筐体２の第１筐体一端部に
設けられた第１回動軸１６、２６と、第２筐体３の第２
筐体一端部に設けられた第２回動軸１７、２７とを有す
る第１ヒンジ部４及び第２ヒンジ部５により、第１回動
軸１６、２６及び第２回動軸１７、２７を介して第１筐
体２及び第２筐体３を開閉可能に連結し、変位部により
、第２筐体一面３Ａに設けられた第２表示部９を、第１
筐体２及び第２筐体３の折畳状態及び背中合状態では第
２筐体他端側に変位させ、第１筐体２及び第２筐体３の
見開状態では第２筐体一端側へ変位させることにより、
第１筐体２及び第２筐体３の見開状態で第１筐体一面２
Ａ内の第１表示面６Ａ又は操作キー、及び第２筐体一面
３Ａ内の第２表示面９Ａが目視される際、視線の移動量
を小さくして目の疲れを低減させ、使い勝手を向上させ
ることができる。
【選択図】図２１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１筐体と、
　第２筐体と、
　上記第１筐体の第１筐体一端部に設けられた第１回動軸と、上記第２筐体の第２筐体一
端部に設けられた第２回動軸とを有し、上記第１回動軸及び上記第２回動軸を介して上記
第１筐体及び上記第２筐体を折畳状態から背中合状態までの範囲で開閉可能に連結するヒ
ンジ部と、
　上記第２筐体の第２筐体一面に設けられた表示部と、
　上記第１筐体及び上記第２筐体の上記折畳状態及び上記背中合状態では、上記表示部を
上記第２筐体の第２筐体他端側に変位させ、上記第１筐体及び上記第２筐体の見開状態で
は、上記表示部を上記第２筐体一端側へ変位させる変位部と
　を具える電子機器。
【請求項２】
　上記ヒンジ部は、
　上記第１筐体の上記第１筐体一端部において第１筐体側面寄りに設けられた上記第１回
動軸と、上記第２筐体の上記第２筐体一端部において第２筐体側面寄りに設けられた上記
第２回動軸とを有し、
　上記表示部は、
　上記第２筐体の上記第２筐体一面の中央部に設けられた
　請求項１に記載の電子機器。
【請求項３】
　上記第１筐体及び上記第２筐体は、
　等しい厚みを有し、
　上記ヒンジ部は、
　上記第１筐体及び上記第２筐体の上記厚みと等しい厚みを有し、上記第１筐体及び上記
第２筐体の開閉に応じて姿勢を変化させ、上記第１筐体及び上記第２筐体の上記見開状態
では、第１筐体一面及び上記第２筐体一面と、第１筐体他面及び第２筐体他面とから突出
しないように設けられた
　請求項２に記載の電子機器。
【請求項４】
　上記ヒンジ部は、
　上記第１筐体及び上記第２筐体の上記厚みと等しい上記厚みを有し、上記第１回動軸及
び上記第２回動軸を収納するヒンジケース
　を具える請求項３に記載の電子機器。
【請求項５】
　上記表示部を上記第２筐体一端側へ付勢するばね
　を具え、
　上記変位部は、
　上記ばねにより上記第２筐体一端側へ付勢された上記表示部を、上記第１筐体及び上記
第２筐体の開閉に応じて変位させるように上記ヒンジ部の上記ヒンジケースに設けられた
カム部でなる
　請求項４に記載の電子機器。
【請求項６】
　上記ヒンジ部は、
　上記ヒンジケースに収納され、上記第１回動軸に固定された第１プーリと、
　上記ヒンジケースに収納され、上記第２回動軸に固定された第２プーリと、
　上記ヒンジケースに収納され、上記第１プーリの側面から上記第２プーリの側面に亘り
八の字状に掛けられたワイヤと
　を具える請求項５に記載の電子機器。
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【請求項７】
　上記第１筐体の上記第１筐体一面の中央部に設けられた表示部
　を具える請求項６に記載の電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は電子機器に関し、例えば、第１筐体と第２筐体とが開閉可能に連結されて形成
された折畳型の電子機器に適用して好適なものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来の折畳型の電子機器は、操作キーが設けられた第１部材と、ディスプレイが設けら
れた第２部材とがヒンジ装置を介して連結されている。ヒンジ装置内には、第１回動軸部
及び第２回動軸部が並設され、当該第１回動軸部に第１部材が回動自在に枢着されると共
に、第２回動軸部に第２部材が回動自在に枢着されている。
【０００３】
　またヒンジ装置において第１回動軸部及び第２回動軸部には、相対回動する第１回動部
及び第２回動部が設けられている。さらにヒンジ装置において第１回動部及び第２回動部
は連動リンクで連結されている。
【０００４】
　これによりヒンジ装置は、連動リンクにより第１回動部の回動を第２回動部に伝達して
当該第１回動部及び第２回動部を連動させて回動させる。このようにして電子機器は、ヒ
ンジ装置を介して第１部材及び第２部材を相対的に３６０度回動可能としていた（例えば
、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００８－７５７４７公報（第８頁乃至第１０頁、図７乃至図１３）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　かかる構成の折畳型の電子機器は、第１部材及び第２部材が開かれて例えば、操作キー
が操作されると、その操作に応じて種々の処理を実行してディスプレイに処理の実行状況
を示す情報を表示している。
【０００７】
　よって折畳型の電子機器は、第１部材及び第２部材が開かれて操作キーが操作された場
合、ディスプレイを介して、その操作に応じた処理の実行状況を適宜確認させている。
【０００８】
　ところで、一般に折畳型の電子機器では、第１部材及び第２部材が開かれて操作キーが
操作される際、操作キーとディスプレイとが近いほど、操作キー及びディスプレイ上での
視線の移動量を小さくして目の疲れを低減させ、使い勝手を向上させることができる。
【０００９】
　ところが、従来の折畳型の電子機器は、第１部材及び第２部材の間にヒンジ装置が介在
する分、操作キーとディスプレイとが大きく離れている。このため折畳型の電子機器は、
第１部材及び第２部材が開かれて操作キーが操作される際、目の疲れを低減させるために
操作キー及びディスプレイ上での視線の移動量を小さくし得るとは言えず、使い勝手を向
上させ難いという問題があった。
【００１０】
　本発明は以上の点を考慮してなされたもので、使い勝手を向上し得る電子機器を提案し
ようとするものである。
【課題を解決するための手段】
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【００１１】
　かかる課題を解決するため本発明においては、電子機器において、第１筐体の第１筐体
一端部に設けられた第１回動軸と、第２筐体の第２筐体一端部に設けられた第２回動軸と
を有するヒンジ部により、当該第１回動軸及び第２回動軸を介して第１筐体及び第２筐体
を折畳状態から背中合状態までの範囲で開閉可能に連結し、変位部により、第２筐体の第
２筐体一面に設けられた表示部を、第１筐体及び第２筐体の折畳状態及び背中合状態では
第２筐体他端側に変位させ、第１筐体及び第２筐体の見開状態では第２筐体一端側へ変位
させるようにした。
【００１２】
　従って本発明では、第１筐体及び第２筐体の見開状態で第１筐体一面内の表示面又は操
作キー、及び第２筐体一面内の表示面が目視される場合、当該第１筐体一面内の表示面又
は操作キー、及び第２筐体一面内の表示面上での視線の移動量を小さくして目の疲れを低
減させることができる。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、電子機器において、第１筐体の第１筐体一端部に設けられた第１回動
軸と、第２筐体の第２筐体一端部に設けられた第２回動軸とを有するヒンジ部により、当
該第１回動軸及び第２回動軸を介して第１筐体及び第２筐体を折畳状態から背中合状態ま
での範囲で開閉可能に連結し、変位部により、第２筐体の第２筐体一面に設けられた表示
部を、第１筐体及び第２筐体の折畳状態及び背中合状態では第２筐体他端側に変位させ、
第１筐体及び第２筐体の見開状態では第２筐体一端側へ変位させるようにしたことにより
、第１筐体及び第２筐体の見開状態で第１筐体一面内の表示面又は操作キー、及び第２筐
体一面内の表示面が目視される場合、当該第１筐体一面内の表示面又は操作キー、及び第
２筐体一面内の表示面上での視線の移動量を小さくして目の疲れを低減させることができ
、かくして使い勝手を向上し得る電子機器を実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明による折畳形の電子機器の外観構成の一実施の形態を示す略線的斜視図で
ある。
【図２】第１筐体のヒンジ用切欠部の構成を示す略線的上面図である。
【図３】第１筐体の軸形成部の構成を示す略線的断面図である。
【図４】第２筐体のヒンジ用切欠部及び変位用切欠部の構成を示す略線的上面図である。
【図５】第２筐体の軸形成部の構成を示す略線的断面図である。
【図６】第１ヒンジ部の外観構成を示す略線的斜視図である。
【図７】第１ヒンジ部の内部構成（１）を示す略線的断面図である。
【図８】第１ヒンジ部の内部構成（２）を示す略線的断面図である。
【図９】第１ヒンジ部による第１筐体及び第２筐体の連結の説明に供する略線的斜視図で
ある。
【図１０】第２ヒンジ部の外観構成を示す略線的斜視図である。
【図１１】第２ヒンジ部の内部構成（１）を示す略線的断面図である。
【図１２】第２ヒンジ部の内部構成（２）を示す略線的断面図である。
【図１３】第２ヒンジ部による第１筐体及び第２筐体の連結の説明に供する略線的斜視図
である。
【図１４】第１筐体及び第２筐体の開閉時の第１ヒンジ部及び第２ヒンジ部の姿勢の変化
（１）の説明に供する略線図である。
【図１５】第１筐体及び第２筐体の開閉時の第１ヒンジ部及び第２ヒンジ部の姿勢の変化
（２）の説明に供する略線図である。
【図１６】第１筐体及び第２筐体の開閉時の第１ヒンジ部及び第２ヒンジ部の姿勢の変化
（３）の説明に供する略線図である。
【図１７】第１筐体及び第２筐体の開閉時の第１ヒンジ部及び第２ヒンジ部の姿勢の変化
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（４）の説明に供する略線図である。
【図１８】第１筐体及び第２筐体の開閉時の第１ヒンジ部及び第２ヒンジ部の姿勢の変化
（５）の説明に供する略線図である。
【図１９】第１筐体及び第２筐体の開閉（１）の説明に供する略線的斜視図である。
【図２０】第１筐体及び第２筐体の開閉（２）の説明に供する略線的斜視図である。
【図２１】第１筐体及び第２筐体の開閉（３）の説明に供する略線的斜視図である。
【図２２】第１筐体及び第２筐体の開閉（４）の説明に供する略線的斜視図である。
【図２３】第１筐体及び第２筐体の開閉（５）の説明に供する略線的斜視図である。
【図２４】第１筐体及び第２筐体の開閉に応じた第２表示部の変位（１）の説明に供する
略線的斜視図である。
【図２５】第１筐体及び第２筐体の開閉に応じた第２表示部の変位（２）の説明に供する
略線的斜視図である。
【図２６】第１筐体及び第２筐体の開閉に応じた第２表示部の変位（３）の説明に供する
略線的斜視図である。
【図２７】第１筐体及び第２筐体の開閉に応じた第２表示部の変位（４）の説明に供する
略線的斜視図である。
【図２８】第１筐体及び第２筐体の開閉に応じた第２表示部の変位（５）の説明に供する
略線的斜視図である。
【図２９】第１筐体及び第２筐体の開閉に応じた第２表示部の変位（６）の説明に供する
略線的斜視図である。
【図３０】第１筐体及び第２筐体の開閉に応じた第２表示部の変位（７）の説明に供する
略線的斜視図である。
【図３１】他の実施の形態による第１カム端面及び第２カム端面と、保持部の左側切欠部
の底面及び右側切欠部の底面との形状を示す略線的斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下図面を用いて、発明を実施するための最良の形態（以下、これを実施の形態とも呼
ぶ）について説明する。なお、説明は以下の順序で行う。
１．実施の形態
２．変形例
【００１６】
＜１．実施の形態＞
［１－１．折畳型の電子機器の外観構成］
　図１において、１は全体として本発明による折畳型の電子機器を示す。かかる電子機器
１は、略偏平矩形状の第１筐体２の一端部と、略偏平矩形状の第２筐体３の一端部とが、
それぞれ２軸構成の第１ヒンジ部４及び第２ヒンジ部５を介して連結されている。
【００１７】
　これにより電子機器１は、第１筐体２及び第２筐体３を、互いの一面２Ａ及び３Ａを合
せる折畳状態から互いの他面２Ｂ及び３Ｂを合せる背中合状態までの「０」度乃至「３６
０」度の範囲で開閉し得るように形成されている。
【００１８】
　因みに、以下の説明では、第１筐体２の一端を、第１筐体一端とも呼び、当該第１筐体
２において第１筐体一端とは反対側の他端を、第１筐体他端とも呼ぶ。
【００１９】
　そして、以下の説明では、第１筐体２において第１筐体一端から第１筐体他端ヘ向かう
方向、及びこれとは逆の第１筐体他端から第１筐体一端へ向かう方向をまとめて第１筐体
奥行方向とも呼ぶ。
【００２０】
　また、以下の説明では、第１筐体２の一面２Ａを、第１筐体一面２Ａとも呼び、当該第
１筐体２の他面２Ｂを、第１筐体他面２Ｂとも呼ぶ。
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【００２１】
　そして、以下の説明では、第１筐体２において第１筐体一面２Ａから第１筐体他面２Ｂ
ヘ向かう方向、及びこれとは逆の第１筐体他面２Ｂから第１筐体一面２Ａへ向かう方向を
まとめて第１筐体厚み方向とも呼ぶ。
【００２２】
　さらに、以下の説明では、第１筐体２の一方の側面２Ｃを、第１筐体左側面２Ｃとも呼
び、当該第１筐体２の他方の側面２Ｄを、第１筐体右側面２Ｄとも呼ぶ。
【００２３】
　そして、以下の説明では、第１筐体２において第１筐体左側面２Ｃから第１筐体右側面
２Ｄヘ向かう方向、及びこれとは逆の第１筐体右側面２Ｄから第１筐体左側面２Ｃへ向か
う方向をまとめて第１筐体幅方向とも呼ぶ。
【００２４】
　さらに、以下の説明では、第２筐体３の一端を、第２筐体一端とも呼び、当該第２筐体
３において第２筐体一端とは反対側の他端を、第２筐体他端とも呼ぶ。
【００２５】
　そして、以下の説明では、第２筐体３において第２筐体一端から第２筐体他端ヘ向かう
方向、及びこれとは逆の第２筐体他端から第２筐体一端へ向かう方向をまとめて第２筐体
奥行方向とも呼ぶ。
【００２６】
　さらに、以下の説明では、第２筐体３の一面３Ａを、第２筐体一面３Ａとも呼び、当該
第２筐体３の他面３Ｂを、第２筐体他面３Ｂとも呼ぶ。
【００２７】
　そして、以下の説明では、第２筐体３において第２筐体一面３Ａから第２筐体他面３Ｂ
ヘ向かう方向、及びこれとは逆の第２筐体他面３Ｂから第２筐体一面３Ａへ向かう方向を
まとめて第２筐体厚み方向とも呼ぶ。
【００２８】
　さらに、以下の説明では、第２筐体３の一方の側面３Ｃを、第２筐体左側面３Ｃとも呼
び、当該第２筐体３の他方の側面３Ｄを、第２筐体右側面３Ｄとも呼ぶ。
【００２９】
　そして、以下の説明では、第２筐体３において第２筐体左側面３Ｃから第２筐体右側面
３Ｄヘ向かう方向、及びこれとは逆の第２筐体右側面３Ｄから第２筐体左側面３Ｃへ向か
う方向をまとめて第２筐体幅方向とも呼ぶ。
【００３０】
　この場合、第１筐体２及び第２筐体３は、形状、大きさ及び厚みが等しく選定されてい
る。因みに、以下の説明では、第１筐体２及び第２筐体３の厚みを、共に筐体厚みとも呼
ぶ。
【００３１】
　そして第１筐体２の第１筐体一面２Ａの中央部には、第１筐体一端近傍（例えば、第１
筐体一端から数［ｍｍ］だけ第１筐体他端寄りの位置）から第１筐体他端側の所定位置に
亘り、略偏平矩形状の第１表示部６が第１表示面６Ａを露出させて配置されている。
【００３２】
　因みに、以下の説明では、第１表示部６の第１表示面６Ａにおいて、第１筐体一端側の
一端を、第１表示面一端とも呼び、第１筐体他端側の他端を第１表示面他端とも呼ぶ。
【００３３】
　すなわち、第１筐体２は、第１筐体一面２Ａの中央部において第１筐体一端から第１表
示面一端までの距離が上述の数［ｍｍ］に選定され、当該第１表示部６が第１表示面一端
を第１筐体一端に近接させて配置されている。
【００３４】
　また第１表示部６の第１表示面６Ａ上には、当該第１表示面６Ａを覆うように透明な第
１タッチパネル７が設けられている。因みに、第１筐体２の第１筐体一面２Ａに設けられ
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た第１表示部６は、液晶ディスプレイ又は有機ＥＬ（Electro　Luminescence）ディスプ
レイ等である。
【００３５】
　一方、第２筐体３の第２筐体一面３Ａには、第２筐体一端から第２筐体他端側の所定位
置までに亘り、表示部変位用の略長方形状の切欠部（以下、これを変位用切欠部とも呼ぶ
）３Ｅが形成されている。
【００３６】
　また第２筐体３の第２筐体一面３Ａにおいて変位用切欠部３Ｅ内には、略長方形の枠状
に形成された保持部８が第２筐体奥行方向にスライド自在に設けられている。
【００３７】
　さらに保持部８は、略偏平矩形状の第２表示部９を、その側面を一周に亘って囲むよう
に保持して、第２筐体一面３Ａにおいて当該第２表示部９の第２表示面９Ａを露出させて
いる。
【００３８】
　因みに、以下の説明では、第２表示部９の第２表示面９Ａにおいて、第２筐体一端側の
一端を、第２表示面一端とも呼び、第２筐体他端側の他端を第２表示面他端とも呼ぶ。
【００３９】
　そして保持部８は、第２表示部９の側面を一周に亘って囲む４つの枠部８Ａ乃至８Ｄの
うち、第２筐体一端側（すなわち、第２表示面一端に接する）の枠部８Ａの奥行が、第１
筐体一端から第１表示面一端までの距離と等しい数［ｍｍ］に選定されている。因みに、
以下の説明では、保持部８の４つの枠部８Ａ乃至８Ｄのうち、第２筐体一端側の枠部８Ａ
を、一端側枠部８Ａとも呼ぶ。
【００４０】
　これにより保持部８は、例えば、第１筐体２及び第２筐体３が第１筐体一面２Ａ及び第
２筐体一面３Ａを並べるように「１８０」度の角度に開かれた際、第２筐体一端側へスラ
イドして第２表示面一端を第１表示面一端に近接させることができる。
【００４１】
　すなわち、保持部８は、例えば、第１筐体２及び第２筐体３が「１８０」度の角度に開
かれた際、第２表示面９Ａを第１表示面６Ａに近接させて、これらをあたかも１つの表示
面のように配置させることができる。
【００４２】
　さらに第２表示部９の第２表示面９Ａ上には、当該第２表示面９Ａを覆うように透明な
第２タッチパネル１０が設けられている。因みに、第２筐体３の一面３Ａに設けられた第
２表示部９も、液晶ディスプレイ又は有機ＥＬディスプレイ等である。
【００４３】
　そして第１筐体２及び第２筐体３の少なくとも一方の内部には、制御部や記憶部等のよ
うな種々の回路部（図示せず）が収納され、当該制御部が他の回路部と電気的に接続され
ている。
【００４４】
　また制御部は、第１表示部６や第２表示部９、第１タッチパネル７及び第２タッチパネ
ル１０とも適宜、電気的に接続されている。これにより制御部は、例えば、第１表示部６
の第１表示面６Ａ及び第２表示部９の第２表示面９Ａに種類の異なる画像を個別に表示す
ることができる。
【００４５】
　また制御部は、例えば、第１表示部６の第１表示面６Ａ及び第２表示部９の第２表示面
９Ａに１つの画像を２つに切り分けて表示することもできる。
【００４６】
　すなわち、制御部は、例えば、第１筐体２及び第２筐体３が「１８０」度程度まで開か
れた場合、第１表示面６Ａ及び第２表示面９Ａをあたかも１つの表示面のように用いて当
該第１表示面６Ａから第２表示面９Ａに亘り１つの画像を表示することもできる。
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【００４７】
　さらに制御部は、第１表示部６の第１表示面６Ａ及び第２表示部９の第２表示面９Ａに
画像を表示した状態で第１タッチパネル７及び第２タッチパネル１０の表面がタッチ操作
されると、そのタッチ操作に応じた処理を実行する。
【００４８】
　実際に制御部は、第１表示部６の第１表示面６Ａに各種操作キーがアイコンとして配置
された画像（以下、これをキーボード画像とも呼ぶ）を表示することができる。
【００４９】
　そして制御部は、第１表示部６の第１表示面６Ａにキーボード画像を表示した状態で第
１タッチパネル７の表面がタッチ操作されアイコンが指示されると、タッチ操作により指
示されたアイコンに予め割り当てている処理を実行する。
【００５０】
　すなわち、制御部は、第１表示面６Ａを第１タッチパネル７と共にあたかもハードウェ
アのキーボードのように機能させて、そのキーボード（キーボード画像）に対する操作に
応じて、第２表示面９Ａに表示する画像を切り換え、また当該画像の内容を更新する。
【００５１】
［１－２．折畳型の電子機器の詳細構成］
　次いで、折畳型の電子機器１の構成を詳細に説明する。図２及び図３に示すように、第
１筐体２の第１筐体一端部には、第１筐体左側面２Ｃ寄りの所定位置に、第１ヒンジ部４
の幅とほぼ等しい幅を有し、第１筐体一端から第１筐体他端側への深さが筐体厚みとほぼ
等しいヒンジ用切欠部２Ｅが形成されている。
【００５２】
　因みに、以下の説明では、第１筐体一端部において第１筐体左側面２Ｃ寄りの所定位置
に形成されたヒンジ用切欠部２Ｅを、第１筐体左側切欠部２Ｅとも呼ぶ。
【００５３】
　また第１筐体２の第１筐体一端部には、第１筐体右側面２Ｄ寄りの所定位置にも、第２
ヒンジ部５の幅とほぼ等しい幅を有し、第１筐体一端から第１筐体他端側への深さが筐体
厚みとほぼ等しいヒンジ用切欠部２Ｆが形成されている。
【００５４】
　因みに、以下の説明では、第１筐体一端部において第１筐体右側面２Ｄ寄りの所定位置
に形成されたヒンジ用切欠部２Ｆを、第１筐体右側切欠部２Ｆとも呼ぶ。
【００５５】
　そして第１筐体一端において第１筐体左側切欠部２Ｅ及び第１筐体右側切欠部２Ｆ間の
部分は、端面（すなわち、第１筐体一端の端面）２Ｇが第１筐体一面２Ａ及び第１筐体他
面２Ｂと直角に接する平面状に形成されている。
【００５６】
　因みに、以下の説明では、第１筐体一端において第１筐体左側切欠部２Ｅ及び第１筐体
右側切欠部２Ｆ間の部分を、第１筐体一端中央部とも呼び、当該第１筐体一端中央部の端
面２Ｇを、第１筐体一端面２Ｇとも呼ぶ。
【００５７】
　また第１筐体一端部において第１筐体左側切欠部２Ｅより第１筐体左側面２Ｃ側の部分
２Ｈは、後述するように第２筐体３に対して第１筐体２を回動させる際の回動軸が形成さ
れる軸形成部となる。
【００５８】
　因みに、以下の説明では、第１筐体一端部において第１筐体左側切欠部２Ｅよりも第１
筐体左側面２Ｃ側の部分２Ｈ、すなわち軸形成部を、第１左側軸形成部２Ｈとも呼ぶ。
【００５９】
　第１左側軸形成部２Ｈは、第１筐体一端側の端面が、第１筐体幅方向と平行で、かつ当
該端面の中央から筐体厚みの１／２の距離に位置する仮想線ＶＬ１を中心として当該１／
２の距離を半径とする円柱の半周分の側面を描くような円弧状に形成されている。
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【００６０】
　さらに第１筐体一端部において第１筐体右側切欠部２Ｆより第１筐体右側面２Ｄ側の部
分２Ｊも、後述するように第２筐体３に対して第１筐体２を回動させる際の回動軸が形成
される軸形成部となる。
【００６１】
　因みに、以下の説明では、第１筐体一端部において第１筐体右側切欠部２Ｆよりも第１
筐体右側面２Ｄ側の部分２Ｊ、すなわち軸形成部を、第１右側軸形成部２Ｊとも呼ぶ。
【００６２】
　第１右側軸形成部２Ｊも、第１左側軸形成部２Ｈと同様に第１筐体一端側の端面が、上
述の仮想線ＶＬ１を中心として筐体厚みの１／２の距離を半径とする円柱の半周分の側面
を描くような円弧状に形成されている。
【００６３】
　一方、図４及び図５に示すように、第２筐体３の第２筐体一面３Ａには、上述のように
第２表示面９Ａよりも幅広な変位用切欠部３Ｅが形成されている。
【００６４】
　ただし、変位用切欠部３Ｅは、第２筐体他端側では第２筐体３の底板３Ｋを残すように
形成されている。また変位用切欠部３Ｅは、第２筐体一端側では当該第２筐体一端から第
２筐体他端側へ第２筐体３の底板３Ｋを略コ字状に取り除くように形成されている。
【００６５】
　第２筐体３の第２筐体一端部には、第１筐体左側切欠部２Ｅと対向する第２筐体左側面
３Ｃ寄りの所定位置に、第１ヒンジ部４の幅とほぼ等しい幅を有し、第２筐体一端から第
２筐体他端側への深さが筐体厚みとほぼ等しいヒンジ用切欠部３Ｆが形成されている。
【００６６】
　因みに、以下の説明では、第２筐体一端部において第２筐体左側面３Ｃ寄りの所定位置
に形成されたヒンジ用切欠部３Ｆを、第２筐体左側切欠部３Ｆとも呼ぶ。
【００６７】
　この場合、第２筐体左側切欠部３Ｆは、第２筐体一端部に実際に切り欠かれた部分と、
変位用切欠部３Ｅの左側にかかる部分とで、上述の第１筐体左側切欠部２Ｅと対向するよ
うに形成されている。
【００６８】
　また第２筐体３の第２筐体一端部には、上述の第１筐体右側切欠部２Ｆと対向させて、
第２筐体右側面３Ｄ寄りの所定位置にも、第２筐体一端から第２筐体他端側への深さが筐
体厚みとほぼ等しいヒンジ用切欠部３Ｇが形成されている。
【００６９】
　因みに、以下の説明では、第２筐体一端部において第２筐体右側面３Ｄ寄りの所定位置
に形成されたヒンジ用切欠部３Ｇを、第２筐体右側切欠部３Ｇとも呼ぶ。
【００７０】
　この場合、第２筐体右側切欠部３Ｇは、第２筐体一端部に実際に切り欠かれた部分と、
変位用切欠部３Ｅの右側にかかる部分とで、上述の第１筐体右側切欠部２Ｆと対向するよ
うに形成されている。
【００７１】
　そして第２筐体一端部において第２筐体左側切欠部３Ｆより第２筐体左側面３Ｃ側の部
分３Ｈは、後述するように第１筐体２に対して第２筐体３を回動させる際の回動軸が形成
される軸形成部となる。
【００７２】
　因みに、以下の説明では、第２筐体一端部において第２筐体左側切欠部３Ｆよりも第２
筐体左側面３Ｃ側の部分３Ｈ、すなわち軸形成部を、第２左側軸形成部３Ｈとも呼ぶ。
【００７３】
　第２左側軸形成部３Ｈは、第２筐体一端側の端面が、第２筐体幅方向と平行で、かつ当
該端面の中央から筐体厚みの１／２の距離に位置する仮想線ＶＬ２を中心として当該１／



(10) JP 2012-57662 A 2012.3.22

10

20

30

40

50

２の距離を半径とする円柱の半周分の側面を描くような円弧状に形成されている。
【００７４】
　また第２筐体一端部において第２筐体右側切欠部３Ｇより第２筐体右側面３Ｄ側の部分
３Ｊも、後述するように第１筐体２に対して第２筐体３を回動させる際の回動軸が形成さ
れる軸形成部となる。
【００７５】
　因みに、以下の説明では、第２筐体一端部において第２筐体右側切欠部３Ｇよりも第２
筐体右側面３Ｄ側の部分３Ｊ、すなわち軸形成部を、第２右側軸形成部３Ｊとも呼ぶ。
【００７６】
　第２右側軸形成部３Ｊも、第２左側軸形成部３Ｈと同様に第２筐体一端側の端面が、上
述の仮想線ＶＬ２を中心として筐体厚みの１／２の距離を半径とする円柱の半周分の側面
を描くような円弧状に形成されている。
【００７７】
　また保持部８は、一端側枠部８Ａにおいて上述の第１筐体左側切欠部２Ｅと対向する左
端部に、筐体厚みの１／２に等しい深さの切欠部（以下、これを左側切欠部とも呼ぶ）８
ＡＸが形成されている。
【００７８】
　さらに保持部８は、一端側枠部８Ａにおいて上述の第１筐体左側切欠部２Ｅと対向する
右端部にも、筐体厚みの１／２に等しい深さの切欠部（以下、これを右側切欠部とも呼ぶ
）８ＡＹが形成されている。
【００７９】
　そして保持部８は、一端側枠部８Ａの端面（すなわち、第１筐体一端側の端面であり、
以下、これを保持部一端面とも呼ぶ）８ＡＺが、当該一端側枠部８Ａの上面及び下面と直
角に接する平面状に形成されている。
【００８０】
　図６に示すように、第１ヒンジ部４は、一面１５Ａから他面１５Ｂまでの厚みが筐体厚
みと等しく、一方の側面１５Ｃから他方の側面１５Ｄまでが上述の第１ヒンジ部４の幅と
なる第１ヒンジケース１５を有している。
【００８１】
　因みに、以下の説明では、第１ヒンジケース１５において一面１５Ａを、第１ヒンジ一
面１５Ａとも呼び、当該第１ヒンジケース１５において他面１５Ｂを、第１ヒンジ他面１
５Ｂとも呼ぶ。
【００８２】
　また、以下の説明では、第１ヒンジ部４の第１ヒンジケース１５において第１ヒンジ一
面１５Ａから第１ヒンジ他面１５Ｂまでの厚みを、第１ヒンジ厚みとも呼ぶ。
【００８３】
　そして、以下の説明では、第１ヒンジ部４において第１ヒンジ一面１５Ａから第１ヒン
ジ他面１５Ｂヘ向かう方向、及びこれとは逆の第１ヒンジ他面１５Ｂから第１ヒンジ一面
１５Ａへ向かう方向をまとめて第１ヒンジ部厚み方向とも呼ぶ。
【００８４】
　さらに、以下の説明では、第１ヒンジケース１５において一方の側面１５Ｃを、第１ヒ
ンジ左側面１５Ｃとも呼び、当該第１ヒンジケース１５において他方の側面１５Ｄを、第
１ヒンジ右側面１５Ｄとも呼ぶ。
【００８５】
　そして、以下の説明では、第１ヒンジ部４において第１ヒンジ左側面１５Ｃから第１ヒ
ンジ右側面１５Ｄヘ向かう方向、及びこれとは逆の第１ヒンジ右側面１５Ｄから第１ヒン
ジ左側面１５Ｃへ向かう方向をまとめて第１ヒンジ部幅方向とも呼ぶ。
【００８６】
　第１ヒンジケース１５は、一端の端面１５Ｅが、第１ヒンジ部幅方向と平行で、当該端
面１５Ｅの中央から筐体厚みの１／２の距離に位置する仮想線ＶＬ３を中心として当該１



(11) JP 2012-57662 A 2012.3.22

10

20

30

40

50

／２の距離を半径とする円柱の半周分の側面を描くような円弧状に形成されている。
【００８７】
　また第１ヒンジケース１５は、他端の端面１５Ｆが、第１ヒンジ部幅方向と平行で、当
該端面１５Ｆの中央から筐体厚みの１／２の距離に位置する仮想線ＶＬ４を中心として当
該１／２の距離を半径とする円柱の半周分の側面を描くような円弧状に形成されている。
【００８８】
　因みに、以下の説明では、第１ヒンジケース１５の一端を、第１ヒンジ一端とも呼び、
当該第１ヒンジケース１５の他端を、第１ヒンジ他端とも呼ぶ。
【００８９】
　そして、以下の説明では、第１ヒンジ部４において第１ヒンジ一端の端面１５Ｅの頂点
から第１ヒンジ他端の端面１５Ｆの頂点へ向かう方向、及びこれとは逆の方向をまとめて
第１ヒンジ部長手方向とも呼ぶ。
【００９０】
　そして第１ヒンジケース１５は、第１ヒンジ一端の円弧状の端面１５Ｅの頂点から第１
ヒンジ他端の円弧状の端面１５Ｆの頂点までの長さが筐体厚みの２倍の長さとほぼ等しく
選定されている。
【００９１】
　因みに、以下の説明では、第１ヒンジケース１５において第１ヒンジ一端の円弧状の端
面１５Ｅの頂点から第１ヒンジ他端の円弧状の端面１５Ｆの頂点までの長さを、第１ヒン
ジ長さとも呼ぶ。
【００９２】
　さらに第１ヒンジケース１５は、第１ヒンジ他端部において第１ヒンジ右側面１５Ｄ側
に、第１ヒンジ他端から第１ヒンジ一端側への深さが筐体厚みの１／２と等しい切欠部が
形成されている。
【００９３】
　この場合、第１ヒンジケース１５において第１ヒンジ右側面１５Ｄ側の部分は、第１筐
体２及び第２筐体３の開閉に応じて保持部８を変位させるためのカム部（以下、これを第
１カム部とも呼ぶ）１５Ｇとなる。
【００９４】
　すなわち、第１ヒンジケース１５において第１ヒンジ一端の円弧状の端面１５Ｅの頂点
から切欠部の底面（以下、これを第１カム端面とも呼ぶ）１５ＧＸまでの筐体厚みのほぼ
１．５倍の長さを有する部分が第１カム部１５Ｇとなる。そして第１カム部１５Ｇの幅（
第１カム端面１５ＧＸの幅）は、保持部８の左側切欠部８ＡＸの幅と等しく選定されてい
る。
【００９５】
　また第１ヒンジケース１５は、第１カム部１５Ｇよりも左側の部分の幅が、第２筐体３
の第２筐体一端部に第２筐体左側切欠部３Ｆとして実際に切り欠かれた部分の幅とほぼ等
しく選定されている。
【００９６】
　さらに第１ヒンジケース１５において第１ヒンジ左側面１５Ｃには、第１ヒンジ一端側
に仮想線ＶＬ３を中心とし、所定の半径を有する円形の一端側孔部１５ＣＸが穿設されて
いる。
【００９７】
　さらにまた第１ヒンジケース１５において第１ヒンジ左側面１５Ｃには、第１ヒンジ他
端側に仮想線ＶＬ４を中心とし、一端側孔部１５ＣＸと等しい半径を有する円形の他端側
孔部１５ＣＹが穿設されている。
【００９８】
　そして図７乃至図９に示すように、第１ヒンジ部４は、一端側孔部１５ＣＸとほぼ等し
い半径を有する円柱状の２本の第１回動軸１６及び第２回動軸１７を有している。また第
１ヒンジ部４は、第１ヒンジケース１５内に収納された円板状の２つの第１プーリ１８及
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び第２プーリ１９も有している。
【００９９】
　因みに、図７は、第１筐体２及び第２筐体３が第１筐体一面２Ａ及び第２筐体一面３Ａ
を並べるように「１８０」度の角度に開かれた状態（以下、これを見開状態とも呼ぶ）を
示す。また図８及び図９は、第１筐体２及び第２筐体３が「１２０」度程度の角度に開か
れた状態を示している。
【０１００】
　第１ヒンジケース１５は、第１ヒンジケース１５の一端側孔部１５ＣＸに、第１回動軸
１６が仮想線ＶＬ３を中心にして回動可能に挿入されている。
【０１０１】
　そして第１回動軸１６において第１ヒンジケース１５の外部に突出している一端は、当
該第１回動軸１６の回動中心となる仮想線ＶＬ３を仮想線ＶＬ１と一致させて第１筐体２
の第１左側軸形成部２Ｈの内壁に固定されている。
【０１０２】
　また第１回動軸１６において第１ヒンジケース１５の内部に入り込んでいる他端は、仮
想線ＶＬ３を第１プーリ１８の中心軸と一致させて、当該第１プーリ１８の一面の中央部
に固定されている。
【０１０３】
　さらに第１ヒンジケース１５は、第１ヒンジケース１５の他端側孔部１５ＣＹに、第２
回動軸１７が、第１回動軸１６と平行で、かつ仮想線ＶＬ４を中心にして回動可能に挿入
されている。
【０１０４】
　第２回動軸１７において第１ヒンジケース１５の外部に突出している一端は、当該第２
回動軸１７の回動中心となる仮想線ＶＬ４を仮想線ＶＬ２と一致させて第２筐体３の第２
左側軸形成部３Ｈの内壁に固定されている。
【０１０５】
　さらにまた第２回動軸１７において第１ヒンジケース１５の内部に入り込んでいる他端
は、仮想線ＶＬ４を第２プーリ１９の中心軸と一致させて、当該第２プーリ１９の一面の
中央部に固定されている。
【０１０６】
　これにより第１ヒンジ部４は、第１筐体２及び第２筐体３の開閉の際、その開閉に連動
して第１ヒンジケース１５内で第１回動軸１６と共に第１プーリ１８が回動すると共に、
第２回動軸１７と共に第２プーリ１９も回動する。
【０１０７】
　また第１ヒンジ部４は、第１プーリ１８の側面から第２プーリ１９の側面に亘りワイヤ
２０が八の字状に掛けられている。そしてワイヤ２０は、一部が第１プーリ１８の他面上
に引き回されて当該他面に固定されると共に、他の一部が第２プーリ１９の他面上に引き
回されて当該他面に固定されている。
【０１０８】
　因みに、ワイヤ２０は、電子機器１の組立時、例えば、第１筐体２及び第２筐体３が「
１８０」度の角度に開かれて第１左側軸形成部２Ｈの端面と第２左側軸形成部３Ｈの端面
とが接触した状態で、第１プーリ１８及び第２プーリ１９に掛けられて固定されている。
【０１０９】
　これにより第１ヒンジ部４は、第１筐体２及び第２筐体３の開閉の際、第１プーリ１８
及び第２プーリ１９の側面上でワイヤ２０を滑らせずに、当該第１プーリ１８及び第２プ
ーリ１９を同期させて相対的に反対方向へ回動させる。
【０１１０】
　すなわち、第１ヒンジ部４は、第１筐体２及び第２筐体３の開閉の際、第１回動軸１６
及び第１プーリ１８に対し第２回動軸１７及び第２プーリ１９のみが回動することを防止
する。
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【０１１１】
　また第１ヒンジ部４は、第１筐体２及び第２筐体３の開閉の際、第２回動軸１７及び第
２プーリ１９に対し第１回動軸１６及び第１プーリ１８のみが回動することも防止する。
【０１１２】
　このようにして第１ヒンジ部４は、第１筐体２の第１筐体一端部の左側と、第２筐体３
の第２筐体一端部の左側とを連結して、当該第１筐体２及び第２筐体３を開閉させること
ができる。
【０１１３】
　一方、図１０に示すように、第２ヒンジ部５は、第１ヒンジ部４の第１ヒンジケース１
５と面対称な形状の第２ヒンジケース２５を有している。すなわち、第２ヒンジケース２
５は、一面２５Ａから他面２５Ｂまでの厚みが筐体厚みと等しく選定され、一方の側面２
５Ｃから他方の側面２５Ｄまでが上述の第２ヒンジ部５の幅となる。
【０１１４】
　因みに、以下の説明では、第２ヒンジケース２５において一面２５Ａを、第２ヒンジ一
面２５Ａとも呼び、当該第２ヒンジケース２５において他面２５Ｂを、第２ヒンジ他面２
５Ｂとも呼ぶ。
【０１１５】
　また、以下の説明では、第２ヒンジ部５の第１ヒンジケース２５において第２ヒンジ一
面２５Ａから第２ヒンジ他面２５Ｂまでの厚みを、第２ヒンジ厚みとも呼ぶ。
【０１１６】
　そして、以下の説明では、第２ヒンジ部５において第２ヒンジ一面２５Ａから第２ヒン
ジ他面２５Ｂヘ向かう方向、及びこれとは逆の第２ヒンジ他面２５Ｂから第２ヒンジ一面
２５Ａへ向かう方向をまとめて第２ヒンジ部厚み方向とも呼ぶ。
【０１１７】
　さらに、以下の説明では、第２ヒンジケース２５において一方の側面２５Ｃを、第２ヒ
ンジ左側面２５Ｃとも呼び、当該第２ヒンジケース２５において他方の側面２５Ｄを、第
２ヒンジ右側面２５Ｄとも呼ぶ。
【０１１８】
　そして、以下の説明では、第２ヒンジ部５において第２ヒンジ左側面２５Ｃから第２ヒ
ンジ右側面２５Ｄヘ向かう方向、及びこれとは逆の第２ヒンジ右側面２５Ｄから第２ヒン
ジ左側面２５Ｃへ向かう方向をまとめて第２ヒンジ部幅方向とも呼ぶ。
【０１１９】
　第２ヒンジケース２５は、一端の端面２５Ｅが、第２ヒンジ部幅方向と平行で、当該端
面２５Ｅの中央から筐体厚みの１／２の距離に位置する仮想線ＶＬ５を中心として当該１
／２の距離を半径とする円柱の半周分の側面を描くような円弧状に形成されている。
【０１２０】
　また第２ヒンジケース２５は、他端の端面２５Ｆが、第２ヒンジ部幅方向と平行で、当
該端面２５Ｆの中央から筐体厚みの１／２の距離に位置する仮想線ＶＬ６を中心として当
該１／２の距離を半径とする円柱の半周分の側面を描くような円弧状に形成されている。
【０１２１】
　因みに、以下の説明では、第２ヒンジケース２５の一端を、第２ヒンジ一端とも呼び、
当該第２ヒンジケース２５の他端を、第２ヒンジ他端とも呼ぶ。
【０１２２】
　そして、以下の説明では、第２ヒンジ部５において第２ヒンジ一端の端面２５Ｅの頂点
から第２ヒンジ他端の端面２５Ｆの頂点へ向かう方向、及びこれとは逆の方向をまとめて
第２ヒンジ部長手方向とも呼ぶ。
【０１２３】
　そして第２ヒンジケース２５は、第２ヒンジ一端の円弧状の端面２５Ｅの頂点から第２
ヒンジ他端の円弧状の端面２５Ｆの頂点までの長さが筐体厚みの２倍の長さとほぼ等しく
選定されている。
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【０１２４】
　因みに、以下の説明では、第２ヒンジケース２５において第２ヒンジ一端の円弧状の端
面２５Ｅの頂点から第２ヒンジ他端の円弧状の端面２５Ｆの頂点までの長さを、第２ヒン
ジ長さとも呼ぶ。
【０１２５】
　さらに第２ヒンジケース２５は、第２ヒンジ他端部において第２ヒンジ左側面２５Ｃ側
に、第２ヒンジ他端から第２ヒンジ一端側への深さが筐体厚みの１／２と等しい切欠部が
形成されている。
【０１２６】
　この場合、第２ヒンジケース２５において第２ヒンジ左側面２５Ｃ側の部分は、第１筐
体２及び第２筐体３の開閉に応じて保持部８を変位させるためのカム部（以下、これを第
２カム部とも呼ぶ）２５Ｇとなる。
【０１２７】
　すなわち、第２ヒンジケース２５において第２ヒンジ一端の円弧状の端面２５Ｅの頂点
から切欠部の底面（以下、これを第２カム端面とも呼ぶ）２５ＧＸまでの筐体厚みのほぼ
１．５倍の長さを有する部分が第２カム部２５Ｇとなる。そして第２カム部２５Ｇの幅（
第２カム端面２５ＧＸの幅）は、保持部８の右側切欠部８ＡＹの幅と等しく選定されてい
る。
【０１２８】
　また第２ヒンジケース２５は、第２カム部２５Ｇよりも右側の部分の幅が、第２筐体３
の第２筐体一端部に第２筐体右側切欠部３Ｇとして実際に切り欠かれた部分の幅とほぼ等
しく選定されている。
【０１２９】
　さらに第２ヒンジケース２５において第２ヒンジ右側面２５Ｄには、第２ヒンジ一端側
に仮想線ＶＬ５を中心とし、上述の一端側孔部１５ＣＸと等しい半径を有する円形の一端
側孔部２５ＤＸが穿設されている。
【０１３０】
　また第２ヒンジケース２５において第２ヒンジ右側面２５Ｄには、第２ヒンジ他端側に
仮想線ＶＬ６を中心とし、上述の一端側孔部１５ＣＸと等しい半径を有する円形の他端側
孔部２５ＤＹが穿設されている。
【０１３１】
　そして図１１乃至図１３に示すように、第２ヒンジ部５は、上述の一端側孔部１５ＣＸ
とほぼ等しい半径を有する円柱状の２本の第１回動軸２６及び第２回動軸２７を有してい
る。また第２ヒンジ部５は、第２ヒンジケース２５内に収納された円板状の２つの第１プ
ーリ２８及び第２プーリ２９も有している。
【０１３２】
　因みに、図１１は、第１筐体２及び第２筐体３の見開状態を示し、図１２及び図１３は
、第１筐体２及び第２筐体３が「１２０」度程度の角度に開かれた状態を示している。
【０１３３】
　第２ヒンジケース２５は、第２ヒンジケース２５の一端側孔部２５ＤＸに、第１回動軸
２６が仮想線ＶＬ５を中心にして回動可能に挿入されている。
【０１３４】
　そして第１回動軸２６において第２ヒンジケース２５の外部に突出している一端は、当
該第１回動軸２６の回動中心となる仮想線ＶＬ５を仮想線ＶＬ１と一致させて第２筐体３
の第１右側軸形成部２Ｊの内壁に固定されている。
【０１３５】
　また第１回動軸２６において第２ヒンジケース２５の内部に入り込んでいる他端は、仮
想線ＶＬ５を第１プーリ２８の中心軸と一致させて、当該第１プーリ２８の一面の中央部
に固定されている。
【０１３６】
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　さらに第２ヒンジケース２５は、第２ヒンジケース２５の他端側孔部２５ＤＹに、第２
回動軸２７が、第１回動軸２６と平行で、かつ仮想線ＶＬ６を中心にして回動可能に挿入
されている。
【０１３７】
　第２回動軸２７において第２ヒンジケース２５の外部に突出している一端は、当該第２
回動軸２７の回動中心となる仮想線ＶＬ６を仮想線ＶＬ２と一致させて第２筐体３の第２
右側軸形成部３Ｊの内壁に固定されている。
【０１３８】
　さらにまた第２回動軸２７において第２ヒンジケース２５の内部に入り込んでいる他端
は、仮想線ＶＬ６を第２プーリ２９の中心軸と一致させて、当該第２プーリ２９の一面の
中央部に固定されている。
【０１３９】
　これにより第２ヒンジ部５は、第１筐体２及び第２筐体３の開閉の際、その開閉に連動
して第２ヒンジケース２５内で第１回動軸２６と共に第１プーリ２８が回動すると共に、
第２回動軸２７と共に第２プーリ２９も回動する。
【０１４０】
　そして第２ヒンジ部５は、第１プーリ２８の側面から第２プーリ２９の側面に亘りワイ
ヤ３０が八の字状に掛けられている。またワイヤ３０は、一部が第１プーリ２８の他面上
に引き回されて当該他面に固定されると共に、他の一部が第２プーリ２９の他面上に引き
回されて当該他面に固定されている。
【０１４１】
　因みに、ワイヤ３０は、電子機器１の組立時、例えば、第１筐体２及び第２筐体３が「
１８０」度の角度に開かれて第１右側軸形成部２Ｊの端面と第２右側軸形成部３Ｊの端面
とが接触した状態で、第１プーリ２８及び第２プーリ２９に掛けられて固定されている。
【０１４２】
　これにより第２ヒンジ部５は、第１筐体２及び第２筐体３の開閉の際、第１プーリ２８
及び第２プーリ２９の側面上でワイヤ３０を滑らせずに、当該第１プーリ２８及び第２プ
ーリ２９を同期させて相対的に反対方向へ回動させる。
【０１４３】
　すなわち、第２ヒンジ部５は、上述の第１ヒンジ部４の場合と同様に、第１筐体２及び
第２筐体３の開閉の際、第１回動軸２６及び第１プーリ２８に対し第２回動軸２７及び第
２プーリ２９のみが回動することを防止する。
【０１４４】
　また第２ヒンジ部５は、第１筐体２及び第２筐体３の開閉の際、第２回動軸２７及び第
２プーリ２９に対し第１回動軸２６及び第１プーリ２８のみが回動することも防止する。
【０１４５】
　このようにして第２ヒンジ部５は、第１筐体２の第１筐体一端部の右側と、第２筐体３
の第２筐体一端部の右側とを連結して、当該第１筐体２及び第２筐体３を開閉させること
ができる。
【０１４６】
　実際に図１４（Ａ）乃至図１８（Ｂ）に示すように、第１筐体２は、上述のように第１
左側軸形成部２Ｈの端面と、第１右側軸形成部２Ｊの端面とが半円を描くように円弧状に
形成されている。
【０１４７】
　また第２筐体３は、上述のように第２左側軸形成部３Ｈの端面と、第２右側軸形成部３
Ｊの端面とが半円を描くように円弧状に形成されている。
【０１４８】
　そして第１ヒンジ部４は、上述のように電子機器１の組立時、第１左側軸形成部２Ｈの
端面と第２左側軸形成部３Ｈの端面とが接触した状態で、第１プーリ１８及び第２プーリ
１９にワイヤ２０が掛けられて固定されている。
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【０１４９】
　また第２ヒンジ部５は、上述のように電子機器１の組立時、第１右側軸形成部２Ｊの端
面と第２右側軸形成部３Ｊの端面とが接触した状態で、第１プーリ２８及び第２プーリ２
９にワイヤ３０が掛けられて固定されている。
【０１５０】
　さらに第１筐体２は、第１筐体一端部の左側及び右側が面対称に形成されると共に、第
２筐体３も、第２筐体一端部の左側及び右側が面対称に形成されている。さらに第１ヒン
ジ部４及び第２ヒンジ部５も面対称に形成されている。
【０１５１】
　よって第１ヒンジ部４及び第２ヒンジ部５は、電子機器１の使用時、外部から第１筐体
２及び第２筐体３が開閉用に操作されると、第１左側軸形成部２Ｈ及び第２左側軸形成部
３Ｈを接触させると共に、第１右側軸形成部２Ｊ及び第２右側軸形成部３Ｊを接触させた
状態で同期して姿勢を変化させる。
【０１５２】
　これにより第１ヒンジ部４及び第２ヒンジ部５は、第１筐体２及び第２筐体３を「０」
度の角度から「３６０」度の角度の範囲で自由に開閉させることかできる。
【０１５３】
　すなわち、第１ヒンジ部４及び第２ヒンジ部５は、電子機器１の使用時、第１筐体２及
び第２筐体３を、第１筐体一端部と第２筐体一端部とが何ら引っ掛かることなく開閉させ
ることができる。
【０１５４】
　また第１ヒンジ部４は、第１プーリ１８及び第２プーリ１９に掛けられているワイヤ２
０の一部が、当該第１プーリ１８及び第２プーリ１９の間で、これらから浮いた状態で交
差している。
【０１５５】
　そして第１ヒンジ部４は、第１筐体２及び第２筐体３が開閉された場合、第１プーリ１
８及び第２プーリ１９に対してワイヤ２０を滑らせずに、当該第１プーリ１８及び第２プ
ーリ１９の間でワイヤ２０の交差部分を変位させる。
【０１５６】
　また第２ヒンジ部５も、第１プーリ２８及び第２プーリ２９に掛けられているワイヤ３
０の一部が、当該第１プーリ２８及び第２プーリ２９の間で、これらから浮いた状態で交
差している。
【０１５７】
　そして第２ヒンジ部５は、第１筐体２及び第２筐体３が開閉された場合、第１プーリ２
８及び第２プーリ２９に対してワイヤ３０を滑らせずに、当該第１プーリ２８及び第２プ
ーリ２９の間でワイヤ３０の交差部分を変位させる。
【０１５８】
　これにより第１ヒンジ部４及び第２ヒンジ部５は、第１筐体２及び第２筐体３の開閉の
際、第１回動軸１６、２６、及び第２回動軸１７、２７を中心にして、当該第１筐体２及
び第２筐体３を同期させて相対的に反対方向へ回動させることができる。
【０１５９】
　すなわち、第１ヒンジ部４及び第２ヒンジ部５は、第１筐体２及び第２筐体３を、何れ
か一方だけが回動して当該第１筐体２及び第２筐体３の連結部分に段差が生じることを防
止して、あたかも１つの軸で連結されているように開閉させることができる。
【０１６０】
　そして第１ヒンジ部４は、第１ヒンジケース１５の一端側孔部１５ＣＸ内及び他端側孔
部１５ＣＹ内で第１回動軸１６及び第２回動軸１７が回動する。
【０１６１】
　また第１ヒンジ部４は、上述のように第１ヒンジ長さが筐体厚みの２倍の長さとほぼ等
しく選定されると共に、第１ヒンジ厚みが筐体厚みとほぼ等しく選定されている。
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【０１６２】
　よって第１ヒンジ部４は、第１筐体２及び第２筐体３の開閉の際、第１筐体左側切欠部
２Ｅ及び第２筐体左側切欠部３Ｆ内で、第１ヒンジ部長手方向を２本の仮想線ＶＬ１及び
ＶＬ２と直交する仮想線ＶＬ７と平行にしたまま姿勢を変化させる。
【０１６３】
　また第２ヒンジ部５も、第２ヒンジケース２５の一端側孔部２５ＤＸ内及び他端側孔部
２５ＤＹ内で第１回動軸２６及び第２回動軸２７が回動する。
【０１６４】
　そして第２ヒンジ部５も、上述のように第２ヒンジ長さが筐体厚みの２倍の長さとほぼ
等しく選定されると共に、第２ヒンジ厚みが筐体厚みとほぼ等しく選定されている。
【０１６５】
　よって第２ヒンジ部５も、第１筐体２及び第２筐体３の開閉の際、第１筐体右側切欠部
２Ｆ及び第２筐体右側切欠部３Ｇ内で、第２ヒンジ部長手方向を２本の仮想線ＶＬ１及び
ＶＬ２と直交する仮想線ＶＬ７と平行にしたまま姿勢を変化させる。
【０１６６】
　特に第１ヒンジ部４及び第２ヒンジ部５は、第１筐体２及び第２筐体３の折畳状態（図
１４（Ａ））では、第１ヒンジ一端部及び第２ヒンジ一端部や第１ヒンジ他端部及び第２
ヒンジ他端部が第１筐体他面２Ｂや第２筐体他面３Ｂから突出することを回避している。
【０１６７】
　また第１ヒンジ部４及び第２ヒンジ部５は、第１筐体２及び第２筐体３の背中合状態（
図１８（Ｂ））でも、第１ヒンジ一端部及び第２ヒンジ一端部や第１ヒンジ他端部及び第
２ヒンジ他端部が第１筐体一面２Ａや第２筐体一面３Ａから突出することを回避している
。
【０１６８】
　すなわち、第１ヒンジ部４及び第２ヒンジ部５は、第１筐体２及び第２筐体３の折畳状
態や背中合状態では、重ねられた第１筐体２及び第２筐体３と共に筐体厚みの２倍の厚み
を有する１つの直方体を形成するように当該第１筐体２及び第２筐体３と一体化する。
【０１６９】
　これに加え第１ヒンジ部４及び第２ヒンジ部５は、第１筐体２及び第２筐体３の見開状
態（図１６（Ｂ））において、第１ヒンジ一面１５Ａ及び第２ヒンジ一面２５Ａが第１筐
体一面２Ａ及び第２筐体一面３Ａから突出することを回避している。
【０１７０】
　また第１ヒンジ部４及び第２ヒンジ部５は、第１筐体２及び第２筐体３の見開状態（図
１６（Ｂ））において、第１ヒンジ他面１５Ｂ及び第２ヒンジ他面２５Ｂが第１筐体他面
２Ｂ及び第２筐体他面３Ｂから突出することも回避している。
【０１７１】
　すなわち、第１ヒンジ部４及び第２ヒンジ部５は、第１筐体２及び第２筐体３の見開状
態では、並べられた第１筐体２及び第２筐体３と共に筐体厚みを有する１つの直方体を形
成するように当該第１筐体２及び第２筐体３と一体化する。
【０１７２】
　このようにして図１９（Ａ）乃至図２３（Ｂ）に示すように、電子機器１は、第１筐体
２及び第２筐体３を「０」度（図１９（Ａ）に示す折畳状態）から「３６０」度（図２３
（Ｂ）に示す背中合状態）までの範囲で自由に開閉させることができる。
【０１７３】
　ところで、第２筐体３は、変位用切欠部３Ｅ内において例えば、第２筐体他端側に１又
は複数のばね（コイルばね、又は板ばね等）が設けられている。これにより第２筐体３は
、変位用切欠部３Ｅ内でばねにより、保持部８と共に第２表示部９を第２筐体一端側に付
勢している。
【０１７４】
　そして図２４（Ａ）及び（Ｂ）に示すように、第１ヒンジ部４は、第１筐体２及び第２
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筐体３が「０」度の角度に閉じられた（折畳状態の）場合、第１ヒンジ一面１５Ａの第１
ヒンジ右側面１５Ｄ寄りの部分を保持部８の左側切欠部８ＡＸの底面に突き当てる。
【０１７５】
　また第２ヒンジ部５は、この際、第２ヒンジ一面２５Ａの第２ヒンジ左側面２５Ｃ寄り
の部分を保持部８の右側切欠部８ＡＹの底面に突き当てる。
【０１７６】
　これにより第１ヒンジ部４及び第２ヒンジ部５は、左側切欠部８ＡＸ及び右側切欠部８
ＡＹの底面の位置を、第２筐体３の第２筐体左側切欠部３Ｆ及び第２筐体左側切欠部３Ｇ
の底面の位置と揃えて、保持部８と共に第２表示部９を第２筐体他端側に変位させる。
【０１７７】
　すなわち、保持部８は、上述のように保持部一端面８ＡＺから左側切欠部８ＡＸ及び右
側切欠部８ＡＹの底面までの深さが、筐体厚みのほぼ１／２に選定されている。
【０１７８】
　また第１筐体２は、上述のように第１筐体一端中央部の第１筐体一端面２Ｇから第１筐
体左側切欠部２Ｅ及び第１筐体右側切欠部２Ｆの底面までの深さが筐体厚みとほほ等しく
選定されている。さらに第１ヒンジ部４及び第２ヒンジ部５は、上述のように第１ヒンジ
厚み及び第２ヒンジ厚みが筐体厚みとほぼ等しく選定されている。
【０１７９】
　そして第１ヒンジ部４は、第１筐体２及び第２筐体３の折畳状態では、第１ヒンジ部長
手方向を、第１筐体厚み方向（及び第２筐体厚み方向）と平行にして第１筐体２の第１筐
体左側切欠部２Ｅ内から第２筐体３の第２筐体左側切欠部３Ｆ内に亘って位置する。
【０１８０】
　よって第１ヒンジ部４は、この際、第１ヒンジ一面１５Ａにおいて第１カム部１５Ｇの
部分（すなわち、第１ヒンジ右側面１５Ｄ寄りで中央から第１カム端面１５ＧＸの縁まで
の部分）を保持部８の左側切欠部８ＡＸの底面に突き当てる。
【０１８１】
　また第２ヒンジ部５は、第１筐体２及び第２筐体３の折畳状態では、第２ヒンジ部長手
方向を第１筐体厚み方向（及び第２筐体厚み方向）と平行にして第１筐体２の第１筐体右
側切欠部２Ｆ内から第２筐体３の第２筐体右側切欠部３Ｇ内に亘って位置する。
【０１８２】
　よって第２ヒンジ部５は、この際、第２ヒンジ一面２５Ａにおいて第２カム部２５Ｇの
部分（すなわち、第１ヒンジ左側面２５Ｃ寄りで中央から第２カム端面２５ＧＸの縁まで
の部分）を保持部８の右側切欠部８ＡＹの底面に突き当てる。
【０１８３】
　これにより第１ヒンジ部４及び第２ヒンジ部５は、保持部８の保持部一端面８ＡＺを筐
体厚みの１／２の距離だけ、第２筐体他端側に位置させるように、変位用切欠部３Ｅ内で
当該保持部８と共に第２表示部９を第２筐体他端側に変位させる。
【０１８４】
　すなわち、第１ヒンジ部４及び第２ヒンジ部５は、第１筐体２及び第２筐体３の折畳状
態では、第１筐体一端面２Ｇと保持部一端面８ＡＺとが平面状に形成されているものの、
これらを離して位置させる。
【０１８５】
　従って第１ヒンジ部４及び第２ヒンジ部５は、第１筐体２及び第３筐体３を、折畳状態
から、第１筐体一端面２Ｇの縁と保持部一端面８ＡＺの縁とが何ら引っ掛かることなく開
かせることができる。
【０１８６】
　図２５（Ａ）乃至図２９（Ｂ）に示すように、第１ヒンジ部４は、実際に第１筐体２及
び第２筐体３が折畳状態から開かれ始めると、第１ヒンジ部長手方向を第１筐体厚み方向
に対して徐々に傾けるように姿勢を変化させる。
【０１８７】
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　よって第１ヒンジ部４は、第１ヒンジ一面１５Ａにおいて第１カム部１５Ｇの部分（第
１ヒンジ右側面１５Ｄ寄りの中央部分）を保持部８の左側切欠部８ＡＸの底面から徐々に
離間させて、第１カム端面１５ＧＸの縁を当該左側切欠部８ＡＸの底面に突き当てる。
【０１８８】
　そして第１ヒンジ部４は、第１筐体２及び第２筐体３の開き角度の増加に応じて姿勢を
変化させながら、保持部８の左側切欠部８ＡＸの底面に対する第１カム端面１５ＧＸの縁
の接触位置を当該底面の中央から第２筐体一面３Ａ側へ変化させる。
【０１８９】
　また第２ヒンジ部５は、この際、第２ヒンジ部長手方向を第１筐体厚み方向に対して徐
々に傾けるように姿勢を変化させる。よって第２ヒンジ部５は、第２ヒンジ一面２５Ａに
おいて第２カム部２５Ｇの部分（第１ヒンジ左側面２５Ｃ寄りの中央部分）を保持部８の
右側切欠部８ＡＹの底面から徐々に離間させて、第２カム端面２５ＧＸの縁を当該右側切
欠部８ＡＹの底面に突き当てる。
【０１９０】
　そして第２ヒンジ部５は、第１筐体２及び第２筐体３の開き角度の増加に応じて姿勢を
変化させながら、保持部８の右側切欠部８ＡＹの底面に対する第２カム端面２５ＧＸの縁
の接触位置を当該底面の中央から第２筐体一面３Ａ側へ変化させる。
【０１９１】
　これにより第１ヒンジ部４及び第２ヒンジ部５は、第１筐体２及び第２筐体３の開き角
度が大きくなるほど、変位用切欠部３Ｅ内で保持部８と共に第２表示部９を第２筐体一端
側に変位させて保持部一端面８ＡＺを第１筐体一面２Ａに近づける。
【０１９２】
　そして第１ヒンジ部４及び第２ヒンジ部５は、第１筐体２及び第２筐体３が例えば、「
９０」度の角度に開かれたとき（図２７（Ａ）及び（Ｂ））、保持部８の保持部一端面８
ＡＺを第１筐体一面２Ａの第１筐体一端寄りから僅かに浮いた状態にする。
【０１９３】
　ただし、第１ヒンジ部４及び第２ヒンジ部５は、第１筐体２及び第２筐体３の開き角度
が例えば「１２０」度よりも大きくなる（図２８及び図２９）と、保持部一端面８ＡＺを
第１筐体一面２Ａと第１筐体一端面２Ｇとの角部に突き当てさせる。
【０１９４】
　すなわち、保持部８は、第１筐体２及び第２筐体３が「１２０」度を越えてさらに開か
れている間は、第１カム端面１５ＧＸ及び第２カム端面２５ＧＸから僅かに浮いた状態と
なる。
【０１９５】
　この際、保持部８は、第１筐体一面２Ａの第１筐体一端寄りの縁に対する保持部一端面
８ＡＺの接触位置を第２筐体一面３Ａ側へ変化させながら、第２表示部９と共に第２筐体
一端側にさらに変位する。
【０１９６】
　そして図３０（Ａ）及び（Ｂ）に示すように、第１ヒンジ部４は、第１筐体２及び第２
筐体３の見開状態では、第１ヒンジ部長手方向を第１筐体奥行方向及び第２筐体奥行方向
と平行にするように姿勢を変化させる。
【０１９７】
　よって第１ヒンジ部４は、この際、第１筐体２の第１筐体左側切欠部２Ｅ内から第２筐
体３の第２筐体左側切欠部３Ｆ内に亘って位置して、第１カム端面１５ＧＸを保持部８の
左側切欠部８ＡＸの底面に突き当てる。
【０１９８】
　また第２ヒンジ部５は、第１筐体２及び第２筐体３の見開状態では、第２ヒンジ部長手
方向を第１筐体奥行方向及び第２筐体奥行方向と平行にするように姿勢を変化させる。
【０１９９】
　よって第２ヒンジ部５は、この際、第１筐体２の第１筐体右側切欠部２Ｆ内から第２筐
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体３の第２筐体右側切欠部３Ｇ内に亘って位置して、第２カム端面２５ＧＸを保持部８の
右側切欠部８ＡＹの底面に突き当てる。
【０２００】
　これにより第１ヒンジ部４及び第２ヒンジ部５は、変位用切欠部３Ｅ内で保持部８と共
に第２表示部９を第２筐体他端側に目一杯変位させて、当該保持部８の保持部一端面８Ａ
Ｚを第１筐体一端中央部の第１筐体一端面２Ｇに突き当てさせる。
【０２０１】
　すなわち、第１ヒンジ部４及び第２ヒンジ部５は、第１筐体２及び第２筐体３の見開状
態において第１筐体一面２Ａ及び第２筐体一面３Ａが並べられると、第２表示面９Ａを第
１表示面６Ａに近接させる。
【０２０２】
　従って第１ヒンジ部４及び第２ヒンジ部５は、このように第１筐体２及び第２筐体３の
見開状態（図２１（Ｂ））では、第１表示部６の第１表示面６Ａと第２表示部９の第２表
示面９Ａとをあたかも１つの表示面のように配置することができる。
【０２０３】
　そして保持部８は、この際、第２筐体一端側へ付勢された状態で、平坦な保持部一端面
８ＡＺを、第１筐体２の平坦な第１筐体一端面２Ｇに突き当てている。
【０２０４】
　また第１ヒンジ部４及び第２ヒンジ部５は、上述のように平坦な第１カム端面１５ＧＸ
を保持部８の左側切欠部８ＡＸの平坦な底面に突き当てると共に、平坦な第２カム端面２
５ＧＸを当該保持部８の右側切欠部８ＡＹの平坦な底面に突き当てる。
【０２０５】
　これにより第１ヒンジ部４及び第２ヒンジ部５は、第１筐体２及び第２筐体３を見開状
態にロック（固定）する。よって第１ヒンジ部４及び第２ヒンジ部５は、第１筐体２及び
第２筐体３が例えば、見開状態で持ち上げられても、当該第１筐体２及び第２筐体３の開
き角度が容易には変化しないように見開状態を維持することができる。
【０２０６】
　また保持部８は、第１筐体２及び第２筐体３が見開状態からさらに開かれると、保持部
一端面８ＡＺが第１筐体他面２Ｂと第１筐体一端面２Ｇとの角部に乗り上げて第１カム端
面１５ＧＸ及び第２カム端面２５ＧＸから浮いた状態となる。
【０２０７】
　そして保持部８は、この際、第１筐体他面２Ｂと第１筐体一端面２Ｇとの角部に対する
保持部一端面８ＡＺの接触位置を第２筐体一面３Ａ側へ変化させながら、変位用切欠部３
Ｅ内で第２表示部９と共に第２筐体他端側に再び変位する。
【０２０８】
　この際、第１ヒンジ部４及び第２ヒンジ部５は、第１ヒンジ部長手方向及び第２ヒンジ
長手方向を第１筐体奥行方向に対して徐々に傾けて第１筐体厚み方向に近づけるように姿
勢を変化させる。
【０２０９】
　その結果、第１ヒンジ部４は、第１筐体２及び第２筐体３が例えば「２４０」度まで開
かれると、第１ヒンジ他面１５Ｂにおいて第１カム端面１５ＧＸの縁を、保持部８の左側
切欠部８ＡＸの底面において第２筐体他面３Ｂ寄りに突き当てる。
【０２１０】
　そして第１ヒンジ部４は、第１筐体２及び第２筐体３の開き角度の増加に応じて姿勢を
変化させる。よって第１ヒンジ部４は、保持部８の左側切欠部８ＡＸの底面に対する第１
カム端面１５ＧＸの縁の接触位置を、当該左側切欠部８ＡＸの底面において第２筐体他面
３Ｂ側から中央側へ変化させる。
【０２１１】
　また第２ヒンジ部５は、第１筐体２に対する第２筐体３が例えば、「２４０」度まで開
かれると、第２ヒンジ他面２５Ｂにおいて第２カム端面２５ＧＸの縁を、保持部８の右側



(21) JP 2012-57662 A 2012.3.22

10

20

30

40

50

切欠部８ＡＹの底面において第２筐体他面３Ｂ寄りに突き当てる。
【０２１２】
　そして第２ヒンジ部５も、第１筐体２及び第２筐体３の開き角度の増加に応じて姿勢を
変化させる。よって第２ヒンジ部５は、保持部８の右側切欠部８ＡＹの底面に対する第２
カム端面２５ＧＸの縁の接触位置を、当該右側切欠部８ＡＹの底面において第２筐体他面
３Ｂ側から中央側へ変化させる。
【０２１３】
　これにより第１ヒンジ部４及び第２ヒンジ部５は、第１筐体２及び第２筐体３が例えば
、「２７０」度の角度に開かれたとき、保持部８の保持部一端面８ＡＺを第１筐体他面２
Ｂの第１筐体一端寄りから僅かに浮いた状態にする。
【０２１４】
　そして第１ヒンジ部４は、第１筐体２及び第２筐体３の開き角度の増加に応じてさらに
姿勢を変化させると、保持部８の左側切欠部８ＡＸの底面に対する第１カム端面１５ＧＸ
の縁の接触位置を当該底面の中央側にさらに変化させる。
【０２１５】
　また第２ヒンジ部５は、この際、第１筐体２及び第２筐体３の開き角度の増加に応じて
さらに姿勢を変化させながら、保持部８の右側切欠部８ＡＹの底面に対する第２カム端面
２５ＧＸの縁の接触位置を当該底面の中央側にさらに変化させる。
【０２１６】
　これにより第１ヒンジ部４及び第２ヒンジ部５は、第１筐体２及び第２筐体３の開き角
度が大きくなるほど、変位用切欠部３Ｅ内で保持部８と共に第２表示部９を第２筐体他端
側に変位させて保持部一端面８ＡＺを第１筐体他面２Ａから離間させる。
【０２１７】
　このようにして第１ヒンジ部４は、第１筐体２及び第２筐体３の開き角度の増加に応じ
て、第１ヒンジ他面１５Ｂにおいて第１カム部１５Ｇの部分（すなわち、第１ヒンジ右側
面１５Ｄ寄りの中央部分）を保持部８の左側切欠部８ＡＸの底面に徐々に近づける。
【０２１８】
　また第２ヒンジ部５は、第１筐体２及び第２筐体３の開き角度の増加に応じて、第２ヒ
ンジ他面２５Ｂにおいて第２カム部２５Ｇの部分（すなわち、第１ヒンジ左側面２５Ｃ寄
りの中央部分）を保持部８の右側切欠部８ＡＹの底面に徐々に近づける。
【０２１９】
　そして第１ヒンジ部４は、第１筐体２及び第２筐体３の背中合状態では、第１ヒンジ部
長手方向を、第１筐体厚み方向（及び第２筐体厚み方向）と平行にして第１筐体２の第１
筐体左側切欠部２Ｅ内から第２筐体３の第２筐体左側切欠部３Ｆ内に亘って位置する。
【０２２０】
　よって第１ヒンジ部４は、この際、第１ヒンジ他面１５Ｂにおいて第１カム部１５Ｇの
部分（すなわち、第１ヒンジ右側面１５Ｄ寄りの中央から第１カム端面１５ＧＸの縁まで
の部分）を保持部８の左側切欠部８ＡＸの底面に突き当てる。
【０２２１】
　また第２ヒンジ部５は、第１筐体２及び第２筐体３の背中合状態では、第２ヒンジ部長
手方向を第１筐体厚み方向（及び第２筐体厚み方向）と平行にして第１筐体２の第１筐体
右側切欠部２Ｆ内から第２筐体３の第２筐体右側切欠部３Ｇ内に亘って位置する。
【０２２２】
　よって第２ヒンジ部５は、この際、第２ヒンジ他面２５Ｂにおいて第２カム部２５Ｇの
部分（すなわち、第１ヒンジ左側面２５Ｃ寄りの中央から第２カム端面２５ＧＸの縁まで
の部分）を保持部８の右側切欠部８ＡＹの底面に突き当てる。
【０２２３】
　これにより第１ヒンジ部４及び第２ヒンジ部５は、保持部８の保持部一端面８ＡＺを筐
体厚みの１／２の距離だけ、第２筐体他端側に位置させるように、変位用切欠部３Ｅ内で
当該保持部８と共に第２表示部９を第２筐体他端側に変位させる。
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【０２２４】
　すなわち、第１ヒンジ部４及び第２ヒンジ部５は、第１筐体２及び第２筐体３の背中合
状態では、平面状の第１筐体一端面２Ｇと、平面状の保持部一端面８ＡＺとを離して位置
させる。
【０２２５】
　従って第１ヒンジ部４及び第２ヒンジ部５は、第１筐体２及び第３筐体３を背中合状態
から第１筐体一端面２Ｇの縁と、保持部一端面８ＡＺの縁とが何ら引っ掛かることなく閉
じさせることができる。
【０２２６】
　すなわち、第１ヒンジ部４及び第２ヒンジ部５は、第１筐体２及び第２筐体３が背中合
状態から閉じられるように操作されると、上述とは逆の手順で姿勢を変化させながら保持
部８を第２表示部９と共に変位させて、最終的に折畳状態に戻すことができる。
【０２２７】
［１－３．実施の形態の動作及び効果］
　以上の構成において、電子機器１は、第１筐体２及び第２筐体３を、第１筐体一端部に
設けられた第１回動軸１６及び２６と、第２筐体一端部に設けられた第２回動軸１７及び
２７とを有する第１ヒンジ部４及び第２ヒンジ部５を介して開閉可能に連結する。
【０２２８】
　そして電子機器１は、第１筐体２及び第２筐体３の折畳状態及び背中合状態では、第２
筐体３の第２筐体一面３Ａに設けられた第２表示部９を第２筐体他端側へ変位させ、第１
筐体２及び第２筐体３の見開状態では、第２表示部９を第２筐体一端側へ変位させる。
【０２２９】
　従って電子機器１は、第１筐体２及び第２筐体３の見開状態で第１筐体一面２Ａ内の第
１表示面６Ａ及び第２筐体一面３Ａ内の第２表示面９Ａが目視される場合、当該第１表示
面６Ａ及び第２表示面９Ａ上での視線の移動量を小さくすることができる。
【０２３０】
　よって電子機器１は、第１筐体２及び第２筐体３の見開状態で第１筐体一面２Ａ内の第
１表示面６Ａ及び第２筐体一面３Ａ内の第２表示面９Ａが目視される場合、目の疲れを低
減させることができる。
【０２３１】
　以上の構成によれば、電子機器１において第１筐体２及び第２筐体３を、第１筐体一端
部に設けられた第１回動軸１６及び２６と、第２筐体一端部に設けられた第２回動軸１７
及び２７とを有する第１ヒンジ部４及び第２ヒンジ部５を介して折畳状態から背中合状態
までの範囲で開閉可能に連結し、第１筐体２及び第２筐体３の折畳状態及び背中合状態で
は、第２筐体一面３Ａに設けられた第２表示部９を第２筐体他端側に変位させ、第１筐体
２及び第２筐体３の見開状態では、当該第２表示部９を第２筐体一端側へ変位させるよう
にした。これにより電子機器１は、第１筐体２及び第２筐体３の見開状態で第１筐体一面
２Ａ内の第１表示面６Ａ及び第２筐体一面３Ａ内の第２表示面９Ａが目視される場合に視
線の移動量を小さくして目の疲れを低減させることができる。従って電子機器１は、使い
勝手を向上させることができる。
【０２３２】
　また電子機器１では、第１筐体２の第１筐体一端部及び第２筐体３の第２筐体一端部に
おいて第１筐体左側面２Ｃ及び第２筐体左側面３Ｃ寄り及び第１筐体右側面２Ｄ及び第２
筐体右側面３Ｄ寄りに第１ヒンジ部４及び第２ヒンジ部５を設けるようにした。これに加
え電子機器１では、第２筐体３の第２筐体一面３Ａの中央部に第２表示部９を設けるよう
にした。
【０２３３】
　これにより電子機器１は、第１筐体２及び第２筐体３の見開状態において第２表示部９
を第１ヒンジ部４及び第２ヒンジ部５に遮らせずに第２筐体一端側へ変位させることがで
きる。



(23) JP 2012-57662 A 2012.3.22

10

20

30

40

50

【０２３４】
　このため電子機器１は、第１筐体２及び第２筐体３の見開状態において第２表示部９の
第２表示面一端を、第１筐体一面２Ａに設けられた第１表示部６の第１表示面一端に近接
させることができる。
【０２３５】
　よって電子機器１は、第１筐体２及び第２筐体３の見開状態において第１表示面６Ａ及
び第２表示面９Ａ上での視線の移動量を大幅に小さくして目の疲れを格段的に低減させる
ことができる。
【０２３６】
　さらに電子機器１では、第１筐体２及び第２筐体３の厚みと、第１ヒンジ部４及び第２
ヒンジ部５の厚みとが等しく選定されている。そして電子機器１では、第１筐体２及び第
２筐体３に対し第１ヒンジ部４及び第２ヒンジ部５を、見開状態において第１筐体一面２
Ａ及び第２筐体一面３Ａと、第１筐体他面２Ｂ及び第２筐体他面３Ｂとから突出しないよ
うに設けるようにした。
【０２３７】
　これにより電子機器１は、第１筐体２及び第２筐体３が見開状態に開かれた場合、当該
第１筐体２及び第２筐体３全体を１枚の板状の筐体とすることができる。
【０２３８】
　そして電子機器１は、この際、第１筐体２及び第２筐体３において第１筐体一面２Ａ及
び第２筐体一面３Ａからなる１つの大きな面の中央部に第１表示面６Ａ及び第２表示面９
Ａをあたかも１つの大型の表示面のように配置して使用させることができる。
【０２３９】
　さらに電子機器１では、第１ヒンジ部４及び第２ヒンジ部５において第１回動軸１６、
２６及び第２回動軸１７、２７を第１プーリ１８、２８及び第２プーリ１９、２９等と共
に第１ヒンジケース１５及び第２ヒンジケース２５に収納するようにした。
【０２４０】
　従って電子機器１は、第１ヒンジ部４及び第２ヒンジ部５において第１回動軸１６、２
６及び第２回動軸１７、２７並びに第１プーリ１８、２８及び第２プーリ１９、２９等を
埃等から保護して常に最適な状態で機能させることができる。
【０２４１】
　さらに電子機器１では、第２筐体３の第２筐体一面３Ａに設けられた第２表示部９をば
ねにより第２筐体一端側へ付勢するようにした。さらにまた電子機器１では、第１ヒンジ
部４及び第２ヒンジ部５の第１ヒンジケース１５及び第２ヒンジケース２５に第１カム部
１５Ｇ及び第２カム部２５Ｇを設けるようにした。
【０２４２】
　そして電子機器１は、第１筐体２及び第２筐体３の開閉に応じて、第１ヒンジ部４及び
第２ヒンジ部５の姿勢を変化させて第１カム部１５Ｇ及び第２カム部２５Ｇにより、第２
表示部９を第２筐体他端側へ変位させ、また第２筐体一端側へ変位させるようにした。
【０２４３】
　従って電子機器１は、第１筐体２及び第２筐体３を開閉させるだけの簡易な操作で、第
２表示部９を折畳状態及び背中合状態では第２筐体他端側へ容易に変位させ、見開状態で
は第２筐体一端側へ容易に変位させることができる。
【０２４４】
　ただし電子機器１は、第１筐体２及び第２筐体３を見開状態から折り畳むために閉じ始
めるときには、保持部８の保持部一端面８ＡＺを第１筐体一面２Ａと第１筐体一端面２Ｇ
との角部に乗り上げさせて第２表示部９を第２筐体他端側へ変位させる。
【０２４５】
　すなわち、電子機器１は、第１筐体２及び第２筐体３を見開状態から閉じるとき、第１
カム部１５Ｇ及び第２カム部２５Ｇを利用せずに、第１筐体一面２Ａと第１筐体一端面２
Ｇとの角部を利用して保持部８と共に第２表示部９を第２筐体他端側へ変位させる。
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【０２４６】
　また電子機器１は、第１筐体２及び第２筐体３を見開状態から背中合わせのためにさら
に開き始めるときには、保持部８の保持部一端面８ＡＺを第１筐体他面２Ｂと第１筐体一
端面２Ｇとの角部に乗り上げさせて第２表示部９を第２筐体他端側へ変位させる。
【０２４７】
　すなわち、電子機器１は、第１筐体２及び第２筐体３を見開状態からさらに開くとき、
第１カム部１５Ｇ及び第２カム部２５Ｇを利用せずに、第１筐体他面２Ｂと第１筐体一端
面２Ｇとの角部を利用して保持部８と共に第２表示部９を第２筐体他端側へ変位させる。
【０２４８】
　よって電子機器１は、それぞれ平坦な第１カム端面１５ＧＸ及び第２カム端面２５ＧＸ
と保持部８の左側切欠部８ＡＸの底面及び右側切欠部８ＡＹの底面との摩擦係数が大きい
場合でも、第２表示部９を確実に変位させることができる。
【０２４９】
　すなわち、電子機器１は、第１筐体２及び第２筐体３を見開状態から閉じ始めたときや
開き始めたときに、第１カム端面１５ＧＸ及び第２カム端面２５ＧＸと保持部８の左側切
欠部８ＡＸの底面及び右側切欠部８ＡＹの底面とが噛み合うことを回避して、当該保持部
８と共に第２表示部９を第２筐体他端側へ確実に変位させることができる。
【０２５０】
　よって電子機器１は、第１筐体２及び第２筐体３の開閉に応じて、第２表示部９を第２
筐体一端側及び第２筐体他端側へ容易にかつ的確に変位させることができる。
【０２５１】
　さらに電子機器１は、第１ヒンジ部４及び第２ヒンジ部５において第１回動軸１６、２
６の一端及び第２回動軸１７、２７の一端に固定した第１プーリ１８、２８及び第２プー
リ１９、２９にワイヤ２０、３０を八の字状に掛けるようにした。
【０２５２】
　従って電子機器１は、第１ヒンジ部４及び第２ヒンジ部５を極力小型化することができ
る。その結果、電子機器１は、第１筐体２及び第２筐体３を、第１左側軸形成部２Ｈと第
２左側軸形成部３Ｈを近接させると共に、第１右側軸形成部２Ｊと第２右側軸形成部３Ｊ
とを近接させて折畳状態から背中合状態までの間で自由に開閉させることができる。
【０２５３】
　このように電子機器１は、第１筐体２及び第２筐体３の折畳状態では、全体を小型化し
て容易に持ち運ばせることができる。そして電子機器１は、この際、第１表示面６Ａ及び
第２表示面９Ａを外部から隠蔽して保護し得ると共に、第１タッチパネル７及び第２タッ
チパネル１０が誤操作されることを防止することができる。
【０２５４】
　また電子機器１は、第１筐体２及び第２筐体３が見開状態では、第１表示面６Ａ及び第
２表示面９Ａを面一とし、かつ近接させて、あたかも１つの大きな表示面として１又は複
数の画像を表示することができる。そして電子機器１は、この際、あたかも１つの大きな
表示面上でタッチ操作させることができる。
【０２５５】
　さらに電子機器１は、第１筐体２及び第２筐体３の背中合状態でも、全体を小型化して
容易に持ち運ばせることができる。そして電子機器１は、この際、例えば、持ち運び途中
でも第１表示面６Ａ及び第２表示面９Ａを露出させて種々の画像を表示し得ると共に、そ
の第１表示面６Ａ及び第２表示面９Ａ上でタッチ操作させることもできる。
【０２５６】
　このようにして電子機器１は、第１筐体２及び第２筐体３の折畳状態から背中合状態ま
での状態遷移と、見開状態での第１表示面６Ａと第２表示面９Ａとの近接配置とを、第１
筐体２及び第２筐体３を開閉する１つの動作で容易に実現することができる。
【０２５７】
＜２．変形例＞



(25) JP 2012-57662 A 2012.3.22

10

20

30

40

50

［２－１　変形例１］
　なお上述した実施の形態においては、第１ヒンジ部４及び第２ヒンジ部５の第１カム端
面１５ＧＸ及び第２カム端面２５ＧＸと、保持部８の左側切欠部８ＡＸの底面及び右側切
欠部８ＡＹの底面とを平坦に形成するようにした場合について述べた。
【０２５８】
　しかしながら本発明は、これに限らず、図３１に示すように、第１ヒンジ部４０及び第
２ヒンジ部４１の第１カム端面４０Ａ及び第２カム端面４１Ａを凸状に形成するようにし
ても良い。
【０２５９】
　また本発明は、第１カム端面４０Ａ及び第２カム端面４１Ａの形状に合せて、保持部４
２の左側切欠部４２Ａの底面及び右側切欠部４２Ｂの底面を凹状に形成するようにしても
良い。
【０２６０】
　本発明は、かかる構成によれば、第１筐体２及び第２筐体３を見開状態から閉じ始める
とき、第１カム端面４０Ａ及び第２カム端面４１Ａの中央の凸部を、保持部４２の左側切
欠部４２Ａの底面及び右側切欠部４２Ｂの底面の端の凸部に突き当てることができる。
【０２６１】
　すなわち、本発明は、第１筐体２及び第２筐体３を見開状態から閉じるとき、保持部４
２の保持部一端面４２Ｃを第１筐体一面２Ａと第１筐体一端面２Ｇとの角部に乗り上げさ
せることなく、第１カム端面４０Ａ及び第２カム端面４１Ａのみを利用して当該保持部４
２と共に第２表示部９を第２筐体他端側へ変位させることができる。
【０２６２】
　また本発明は、第１筐体２及び第２筐体３を見開状態からさらに開き始めるときにも、
第１カム端面４０Ａ及び第２カム端面４１Ａの中央の凸部を、保持部４２の左側切欠部４
２Ａの底面及び右側切欠部４２Ｂの底面の端の凸部に突き当てることができる。
【０２６３】
　すなわち、本発明は、第１筐体２及び第２筐体３を見開状態からさらに開くときにも、
保持部４２の保持部一端面４２Ｃを第１筐体一面２Ａと第１筐体一端面２Ｇとの角部に乗
り上げさせることなく、第１カム端面４０Ａ及び第２カム端面４１Ａのみを利用して当該
保持部４２と共に第２表示部９を第２筐体他端側へ変位させることができる。
【０２６４】
　言い換えると、本発明は、かかる構成により、第１筐体他面２Ｂと第１筐体一端面２Ｇ
との角部は利用せずに、第１カム端面４０Ａ及び第２カム端面４１Ａを利用して、第１筐
体２及び第２筐体３の開閉に応じて第２表示部９を第２筐体一端側及び第２筐体他端側へ
容易にかつ的確に変位させることができる。
【０２６５】
［２－２　変形例２］
　また上述した実施の形態においては、第１筐体２の第１筐体一面２Ａに第１表示部６を
設けるようにした場合について述べた。しかしながら本発明は、これに限らず、第１筐体
２の第１筐体一面２Ａに複数の操作キーを配置して当該第１筐体２をキーボードとして機
能させるようにしても良い。
【０２６６】
　本発明は、かかる構成によっても上述した実施の形態の場合と同様に、第１筐体２及び
第２筐体３の見開状態で第１筐体一面２Ａ内の複数の操作キー及び第２筐体一面３Ａ内の
第２表示面９Ａが目視される場合に視線の移動量を小さくすることができる。
【０２６７】
　従って本発明は、かかる構成によっても、第１筐体２及び第２筐体３の見開状態で第１
筐体一面２Ａ内の複数の操作キー及び第２筐体一面３Ａ内の第２表示面９Ａが目視される
場合の目の疲れを低減させ、かくして使い勝手を向上させることができる。
【０２６８】
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［２－３　変形例３］
　さらに上述した実施の形態においては、第１筐体２及び第２筐体３を２個の第１ヒンジ
部４及び第２ヒンジ部５を介して開閉可能に連結するようにした場合について述べた。
【０２６９】
　しかしながら本発明は、これに限らず、第１筐体２及び第２筐体３を１個のヒンジ部を
介して開閉可能に連結するようにしても良い。そして本発明は、かかる構成の場合、例え
ば、第１筐体一端部及び第２筐体一端部の第１筐体左側面２Ｃ及び第２筐体左側面３Ｃと
、第１筐体右側面２Ｄ及び第２筐体右側面３Ｄとの一方寄りにヒンジ部を設けるようにし
ても良い。
【０２７０】
［２－４　変形例４］
　さらに上述した実施の形態においては、第１ヒンジ部４及び第２ヒンジ部５の配置用に
第１筐体一端部において第１筐体左側面２Ｃ寄りに第１筐体左側切欠部２Ｅを形成すると
共に、第１筐体右側面２Ｄ寄りに第１筐体右側切欠部２Ｆを形成するようにした。
【０２７１】
　また上述した実施の形態においては、第１ヒンジ部４及び第２ヒンジ部５の配置用に第
２筐体一端部において第２筐体左側面３Ｃ寄りに第２筐体左側切欠部３Ｆを形成すると共
に、第２筐体右側面３Ｄ寄りに第２筐体右側切欠部３Ｇを形成するようにした場合につい
て述べた。
【０２７２】
　しかしながら本発明は、これに限らず、第１ヒンジ部及び第２ヒンジ部の配置用に第１
筐体において第１筐体左側面の第１筐体一端部に左側切欠部を形成すると共に、第１筐体
右側面の第１筐体一端部に右側切欠部を形成する。
【０２７３】
　また本発明は、第１ヒンジ部及び第２ヒンジ部の配置用に第２筐体において第２筐体左
側面の第２筐体一端部に左側切欠部を形成すると共に、第２筐体右側面の第２筐体一端部
に右側切欠部を形成する。
【０２７４】
　そして本発明は、第１筐体において第１筐体左側面の左側切欠部の内壁に第１筐体幅方
向と平行に第１回動軸を設けると共に、第１筐体右側面の右側切欠部の内壁に第１筐体幅
方向と平行に第２回動軸を設ける。
【０２７５】
　また本発明は、第２筐体において第２筐体左側面の左側切欠部の内壁に第２筐体幅方向
と平行に第１回動軸を設けると共に、第２筐体右側面の右側切欠部の内壁に第２筐体幅方
向と平行に第２回動軸を設ける。
【０２７６】
　これにより本発明は、第１筐体左側面の左側切欠部及び第２筐体左側面の左側切欠部に
亘って、第１回動軸及び第２回動軸を有する第１ヒンジ部を配置する。
【０２７７】
　また本発明は、第１筐体右側面の右側切欠部及び第２筐体右側面の右側切欠部に亘って
、第１回動軸及び第２回動軸を有する第２ヒンジ部を配置する。このようにして本発明は
、第１筐体及び第２筐体を、第１ヒンジ部及び第２ヒンジ部を介して開閉可能に連結する
ようにしても良い。
【０２７８】
　本発明は、かかる構成の場合、第１ヒンジ部及び第２ヒンジ部に上述と同様に第１カム
部及び第２カム部を設けることもできる。そして本発明は、かかる構成の場合、上述した
実施の形態に比べて、第１筐体及び第２筐体の幅を狭め、又は保持部の幅を広げることで
、第１カム部及び第２カム部により保持部と共に第２表示部を変位させることができる。
【０２７９】
［２－５　変形例５］
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　さらに上述した実施の形態においては、本発明の電子機器を、図１乃至図３１について
上述した電子機器１に適用するようにした場合について述べた。
【０２８０】
　しかしながら本発明は、これに限らず、電子機器を、折畳型のＰＤＡ（Personal　Digi
tal　Assistance）や折畳型のパーソナルコンピュータ（すなわち、ノートブック型のコ
ンピュータ）、折畳型の携帯電話機、折畳型の携帯ゲーム機器に適用することができる。
【０２８１】
　すなわち、本発明は、表示部又は操作部が設けられた第１筐体と、表示部が設けられた
第２筐体とをヒンジ部を介して回動自在に連結して形成される電子機器のように、この他
種々の構成の折畳型の電子機器に広く適用することができる。
【０２８２】
［２－６　変形例６］
　さらに上述した実施の形態においては、第１筐体として、図１乃至図３１について上述
した略偏平矩形状の第１筐体２を適用するようにした場合について述べた。
【０２８３】
　しかしながら本発明は、これに限らず、一面及び他面がレーストラック形状や楕円形状
、台形状に形成された第１筐体や、第２筐体とは厚みの異なる第１筐体等のように、この
他種々の構成の第１筐体を広く適用することができる。
【０２８４】
［２－７　変形例７］
　さらに上述した実施の形態においては、第２筐体として、図１乃至図３１について上述
した略偏平矩形状の第２筐体３を適用するようにした場合について述べた。
【０２８５】
　しかしながら本発明は、これに限らず、一面及び他面がレーストラック形状や楕円形状
、台形状に形成された第２筐体や、第１筐体とは厚みの異なる第２筐体等のように、この
他種々の構成の第２筐体を広く適用することができる。
【０２８６】
［２－８　変形例８］
　さらに上述した実施の形態においては、第１筐体の第１筐体一端部に設けられた第１回
動軸と、第２筐体の第２筐体一端部に設けられた第２回動軸とを有し、第１回動軸及び第
２回動軸を介して第１筐体及び第２筐体を折畳状態から背中合状態までの範囲で開閉可能
に連結するヒンジ部として、図１乃至図３１について上述した第１ヒンジ部４及び第２ヒ
ンジ部５を適用するようにした場合について述べた。
【０２８７】
　しかしながら本発明は、これに限らず、第１筐体２及び第２筐体３の一方の側面側にの
み設けられたヒンジ部や、ヒンジケースを有さず、第１及び第２回動軸１６、２６及び１
７、２７を第１及び第２プーリ１８、２８及び１９、２９と共に露出させたヒンジ部を適
用することができる。
【０２８８】
　また本発明は、第１及び第２回動軸の一端各々に固定された少なくとも２個の歯車を有
し、当該少なくとも２個の歯車を直接又は他の偶数個の歯車を介して歯合させて第１及び
第２回動軸を反対方向に回動させるヒンジ部等のように、この他種々の構成のヒンジ部を
広く適用することができる。
【０２８９】
［２－９　変形例９］
　さらに上述した実施の形態においては、第２筐体の第２筐体一面に設けられた表示部と
して、図１乃至図３１について上述した第２表示部９を適用するようにした場合について
述べた。
【０２９０】
　しかしながら本発明は、これに限らず、タッチパネルと一体化された表示パネルや、シ
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ート状の表示部等のように、この他種々の構成の表示部を広く適用することができる。
【０２９１】
［２－１０　変形例１０］
　さらに上述した実施の形態においては、第１筐体及び第２筐体の折畳状態及び背中合状
態では、表示部を第２筐体の第２筐体他端側に変位させ、第１筐体及び第２筐体の見開状
態では、表示部を第２筐体一端側へ変位させる変位部として、図１乃至図３１について上
述した第１及び第２ヒンジ部４及び５の第１及び第２ヒンジケース１５及び２５に設けら
れた第１及び第２カム部１５Ｇ及び２５Ｇを適用するようにした場合について述べた。
【０２９２】
　しかしながら本発明は、これに限らず、第２筐体２に設けられた第２表示部９を第２筐
体一端側に付勢するばねと、第１及び第２プーリ１８、２８及び１９、２９の一方と第２
表示部９において第２筐体他端側の端部とをつなぐワイヤとから構成された変位部等のよ
うに、この他種々の構成の変位部を適用することができる。
【０２９３】
　ところで、本発明は、変位部をばねとワイヤとから構成する場合、第１筐体２及び第２
筐体３の見開状態では、ワイヤを撓ませてばねにより第２表示部９を第２筐体一端側や付
勢して変位させる。
【０２９４】
　また本発明は、変位部をばねとワイヤとから構成する場合、第１筐体２及び第２筐体３
の折畳状態及び背中合せ状態では、第１及び第２プーリ１８、２８及び１９、２９の一方
によりワイヤを所定量だけ巻き取って第２表示部９を第２筐体他端側に変位させる。
【０２９５】
　すなわち、本発明は、このように変位部をばねとワイヤとから構成した場合でも、上述
した実施の形態と同様に、第１筐体２及び第２筐体３の開閉に応じて第２表示部９を変位
させることができる。
【０２９６】
［２－１１　変形例１１］
　さらに上述した実施の形態においては、第１筐体及び第２筐体の厚みと等しい厚みを有
し、第１回動軸及び第２回動軸を収納するヒンジケースとして、図１乃至図３１について
上述した第１及び第２ヒンジケース１５及び２５を適用するようにした場合について述べ
た。
【０２９７】
　しかしながら本発明は、これに限らず、カム部を除いて形成されたヒンジケース等のよ
うに、この他種々の構成のヒンジケースを広く適用することができる。
【０２９８】
［２－１２　変形例１２］
　さらに上述した実施の形態においては、第１筐体の第１筐体一面の中央部に設けられた
表示部として、図１乃至図３１について上述した第１表示部６を適用するようにした場合
について述べた。
【０２９９】
　しかしながら本発明は、これに限らず、タッチパネルと一体化された表示パネルや、シ
ート状の表示部等のように、この他種々の構成の表示部を広く適用することができる。
【産業上の利用可能性】
【０３００】
　本発明は、折畳型の携帯端末や折畳型のパーソナルコンピュータ、折畳型の携帯電話機
、折畳型の携帯ゲーム機器等の電子機器に利用することができる。
【符号の説明】
【０３０１】
　１……電子機器、２……第１筐体、２Ｅ……第１筐体左側切欠部、２Ｆ……第１筐体右
側切欠部、２Ｇ……第１筐体一端面、２Ｈ……第１左側軸形成部、２Ｊ……第１右側軸形
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成部、３……第２筐体、３Ｅ……変位用切欠部、３Ｆ……第２筐体左側切欠部、３Ｇ……
第２筐体右側切欠部、３Ｈ……第２左側軸形成部、３Ｊ……第２右側軸形成部、４、４０
……第１ヒンジ部、５、４１……第２ヒンジ部、６……第１表示部、６Ａ……第１表示面
、７……第１タッチパネル、８、４２……保持部、８ＡＸ、４２Ａ……左側切欠部、８Ａ
Ｙ、４２Ｂ……右側切欠部、８ＡＺ、４２Ｃ……保持部一端面、９……第２表示部、９Ａ
……第２表示面、１０……第２タッチパネル、１５……第１ヒンジケース、１５Ｇ……第
１カム部、１５ＧＸ、４０Ａ……第１カム端面、１６、２６……第１回動軸、１７、２７
……第２回動軸、１８、２８……第１プーリ、１９、２９……第２プーリ、２０、３０…
…ワイヤ、２５……第２ヒンジケース、２５Ｇ……第２カム部、２５ＧＸ、４１Ａ……第
２カム端面。

【図１】 【図２】
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